
緑
の
人
々
に
つ
い
て

毎月2回開かれている
「緑の人々」設立準備会・東京

　「
緑
の
人
々
」
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ

リ
ー
ン
ズ
を
「
世
界
緑
の
党
」
と
訳
す
こ

と
が
あ
る
よ
う
に
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
政
党
で

あ
る
緑
の
党
の
本
来
の
名
称
で
す
。
環
境

保
護
な
ど
の
活
動
に
参
加
し
、
議
会
に
自

分
た
ち
の
代
表
を
送
り
、
緑
の
政
治
を
実

践
す
る
中
心
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

新
し
い
社
会
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
政

党
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
居
住
す
る
地
域
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
環
境
保
護
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る

人
々
を
指
し
て
、
環
境
派
と
か
「
緑
の
人

た
ち
」
と
総
称
す
る
と
き
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
欧
州
で
結
成
さ

れ
、
大
き
く
政
治
的
に
成
長
し
て
き
た
緑

の
党
で
す
が
、
原
発
反
対
運
動
や
環
境
保

護
、
反
核
平
和
活
動
な
ど
か
ら
発
展
し
て

き
た
よ
う
に
、
こ
の
環
境
保
護
運
動
と
緑

の
政
治
を
担
う
緑
の
党
は
、
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
強
く
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
緑
の
党
は
、
環
境
保
護
の
活
動
を
す
る

だ
け
と
い
う
意
味
で
の
「
環
境
政
党
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
に
誤
解
さ

れ
る
こ
と
は
、
理
由
の
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
環
境
問
題
に
最
も
厳
し
い
政
治

的
態
度
を
と
る
「
緑
の
人
々
」
が
結
成
し

た
政
党
が
緑
の
党
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
日
本
で
も
、
よ
う
や
く
緑
の
党
を
作
ろ

う
と
い
う
活
動
が
、
本
格
的
に
な
り
始
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
政
治
理
念

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
憲
章
の

「
六
つ
の
原
則
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
①
生
態
学
の
知
識
　
②
社

会
正
義
　
③
参
加
民
主
主
義
　
④
非
暴
力

⑤
持
続
可
能
性
　
⑥
多
様
性
の
尊
重
と
い

う
こ
の
「
六
つ
の
原
則
」
は
、
今
年
４
月

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回

世
界
緑
の
党
大
会
で
制
定
さ
れ
た
憲
章
の

な
か
で
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
「
六
つ
の
原
則
」
を

政
治
理
念
の
柱
に
据
え
て
、
政
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
案
し
、
日
本
の
新
し
い
社
会
を

構
想
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
１
９
９
１
年
の
ソ
連
邦
崩
壊
以
降
、
世

界
を
席
巻
し
て
い
る
「
市
場
原
理
主
義
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
規
制
緩
和
」
を
基
本
に

し
た
現
在
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
行
く
末

は
、
人
間
と
自
然
、
人
間
と
社
会
、
人
間

と
人
間
と
の
い
っ
そ
う
の
分
裂
の
進
行
で

あ
り
、
地
球
上
の
多
様
な
生
命
と
人
類
社

会
の
存
続
す
ら
危
う
い
も
の
に
な
る
こ
と

は
、
明
ら
か
で
す
。

　
緑
の
党
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
政
党
と

し
て
、
政
治
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
新
し

い
政
治
理
念
を
も
っ
て
「
文
明
史
的
な
転

換
期
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
時
代
を
変
革

し
、
未
来
を
担
い
う
る
政
治
勢
力
と
し
て

登
場
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
現
代
社
会
の
支
配
的
な
世
界
観
が
、
別

の
価
値
体
系
を
も
っ
た
世
界
観
に
変
わ

り
、
今
と
は
異
な
る
社
会
の
必
要
を
多
く

の
人
々
が
理
解
す
る
ま
で
に
は
、
粘
り
強

い
集
団
的
な
行
動
が
不
可
欠
で
す
。

　
私
た
ち
は
「
六
つ
の
諸
原
則
」
を
基
本

と
す
る
政
治
理
念
に
よ
り
、
緑
の
党
と
い

う
政
党
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
こ
と
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
世
紀
に
お
け
る
自
由
主
義
、　
世
紀

に
お
け
る
社
会
主
義
が
歴
史
的
に
成
立
す

べ
く
し
て
台
頭
し
て
き
た
よ
う
に
、　
世

紀
末
葉
に
形
成
さ
れ
た
「
緑
の
政
治
思

想
」（
政
治
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
も
ま
た
、
二

つ
の
思
想
か
ら
最
良
の
も
の
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
そ
の
理
想
と
政
治
理
念
に
よ
っ

て
新
し
い
社
会
を
築
い
て
行
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
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　去る10月18日、小雨の中、アメリカ緑の党のリチャー
ド・エバノフさんの教官室を訪れ、アメリカ緑の党の現
状やエバノフさんの活動について伺いました。エバノフ
さんは21年前から日本に住まわれ、現在、青山学院大
学で環境思想における異文化間の交流をテーマに教鞭を
取っておられます。　
　アメリカ緑の党は大きく分けて２種類あります。
Greens/Green Party USA(G/GPUSA)という州ごとに立てら
れている草の根的な組織と、Green Party of the United
States(GPUS)という、より政治色の強い全米的な組織で
す。ラルフ・ネーダー氏はこのどちらにも関与してい
て、これら２つの組織を統合しようという動きも起きて
いるということです。

　エバノフさんご自身は、１年前に設立された U . S
Greens Abroadという組織で、海外からアメリカ緑の党を
サポートするために、在外アメリカ人に働きかけること
に尽力されています。
　また、イギリス緑の党のトニー・ボーイズさんといっ
しょに International Green Networkという団体を設立し、
あらゆる国籍の緑の人々同士の連携を深めるという活動
もされています。
　最も印象的だったのは、アメリカ緑の党では様々な考
え方を持つ人たちが、ディスカッションを徹底すること
でお互いに協調することができている、ということでし
た。労働組合、女権擁護団体、左翼団体、学生団体など
からの参加者があるなかでこのような姿勢を保っている
のは、素晴らしいことだと思います。日本での緑の人々
の今後の活動にも、参考になることだと思われました。
　                                                    （編集委員：菊池大輔）

アメリカ緑の党

 

『
緑
の
党
』
発
足
か
ら

   

現
在
ま
で
の
経
緯

接
的
に
人
々
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
、
人
々

が
現
在
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
や
科
学
技
術
の
あ

り
方
に
矛
盾
と
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
各
国
の
緑
の
党
同
士
が
連
携
す
る
動
き
も
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北

ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
で
緑
の
党
の
連
盟
が
結
成
さ

れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
も
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
緑
の
党
の
主
導
で
連
盟
を
築
く
方
向
で
話

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
環
境
問
題
が
１
国
で
対
処
し
う
る
も
の
で

は
な
く
、
国
境
を
越
え
た
協
調
が
な
け
れ
ば
打
開
で

き
な
い
と
い
う
認
識
の
現
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
、
今
年
の
４
月
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
第
１
回
世
界
緑
の
党
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
世
界
の
　
も
の
国
や
地

域
か
ら
参
加
者
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を
経
て

グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
日
本
か
ら
も
　
人
が
参
加
し
、
現
在
日
本
で
も
緑

の
党
を
結
成
す
る
た
め
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「『
緑
の
人
々
』
設
立
準
備
会
・
東
京
」
も
そ
の
よ

う
な
動
き
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ
た
会
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
憲
章
の
「
六
つ
の
原
則
」
を
基

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
２
回
の
全
体
会
議
の
ほ
か
に
、
政
策
委
員

会
、
編
集
委
員
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
な

ど
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
緑
の
党
を
結
成
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
１
９
７
０

年
代
初
頭
か
ら
主
に
欧
州
の
国
々
を
中
心
に
起
こ
っ
て

き
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
緑
の
党
が
結
成
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、　
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
党
、 
　
年
に

は
ベ
ル
ギ
ー
で
エ
コ
ロ
党
が
誕
生
し
ま
し
た
。
　
年
に

ド
イ
ツ
で
立
ち
上
が
っ
た
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
環
境
党

は
　
年
に
は
連
邦
党
と
な
り
、
現
在
で
は
連
立
政
権
を

打
ち
立
て
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
１
９
８
１
年
に
結
成
さ
れ
た
エ
コ

ロ
ジ
ス
ト
連
盟
が
様
々
な
離
合
集
散
を
経
て
　
年
に
緑

の
党
と
な
り
、　
年
に
連
立
政
権
入
り
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、　
年
に
ス
イ
ス
緑
の
党
が
欧
州
で
初
の
国
会
入

り
を
果
た
し
た
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
　
年
に
す
で
に

政
権
参
加
が
な
さ
れ
て
い
た
り
と
、
諸
外
国
で
の
緑
の

党
の
躍
進
ぶ
り
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
々
で
の
緑
の
党
の
躍
進
に
は
、
１
９
７

２
年
　
月
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
国
連
人

間
環
境
会
議
や
、
同
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
発
表
し
た

『
成
長
の
限
界
』か
ら
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
大
気
、
水
、
土
壌
の
汚
染
や

森
林
、海
洋
資
源
な
ど
の
生
物
資
源
の
無
分
別
な
浪
費
、

ま
た
化
学
物
質
の
蔓
延
や
原
発
の
増
設
な
ど
が
よ
り
直
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グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
憲
章 

六
つ
の
原
則

一 

生
態
学
の
知
識

　
私
た
ち
は
、
人
類
が
自
然
界
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
認
知
し
、
さ
ら
に
私
た
ち
は
人
類

以
外
の
種
も
含
め
た
す
べ
て
の
生
命
体
が
も

つ
固
有
の
価
値
を
尊
重
す
る
。

　
私
た
ち
は
、
土
地
お
よ
び
土
地
資
源
の
共

同
管
理
人
で
あ
る
と
い
う
、
地
球
上
に
住
む

先
住
民
族
の
知
識
を
支
持
す
る
。

　
私
た
ち
は
、
人
間
社
会
が
地
球
の
生
態
系

資
源
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
、
生
態
系
の
完
全
性

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、

生
物
の
多
様
性
と
、
そ
れ
が
も
つ
生
命
維
持

機
能
（
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
）
の
回
復
力
を
保
護
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
以
下
の
条
件
で

あ
る
。

・ 

地
球
の
生
態
系
お
よ
び
資
源
の
限
界
内
に

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る

こ
と
。

・ 

私
た
ち
が
動
植
物
の
生
命
を
保
護
し
、
土
、

水
や
日
光
と
い
っ
た
自
然
要
素
に
よ
り
生
き

延
び
る
生
命
そ
の
も
の
を
保
護
す
る
こ
と
。

・ 

知
識
は
有
限
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
在
お

よ
び
次
世
代
の
た
め
に
地
球
に
残
さ
れ
て
い

る
資
源
を
保
全
す
る
よ
う
、
慎
重
な
手
段
を

選
択
す
る
こ
と
。

二 

社
会
正
義

　
私
た
ち
は
こ
う
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
社

会
正
義
の
た
め
の
重
要
な
鍵
は
、
地
域
レ
ベ

ル
で
も
地
球
レ
ベ
ル
で
も
、
社
会
資
源
お
よ

び
天
然
資
源
が
公
平
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
、

人
間
の
基
本
的
必
需
品
が
無
条
件
に
供
給
さ

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
す
べ
て
の
市
民
が
個

人
的
・
社
会
的
に
成
長
す
る
た
め
の
十
分
な

機
会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。

　
私
た
ち
は
、
環
境
に
対
す
る
正
義
な
く
し

て
は
い
か
な
る
社
会
正
義
も
存
在
せ
ず
、
社

会
正
義
な
く
し
て
は
い
か
な
る
環
境
に
対
す

る
正
義
も
存
在
し
な
い
と
断
言
す
る
。

　
こ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
以
下
の
諸
件

で
あ
る
。

・
一
国
内
も
し
く
は
国
家
間
に
お
い
て
、ま
す

ま
す
広
が
る
富
者
と
貧
者
と
の
格
差
を
な
く

す
よ
う
な
、 

公
正
な
世
界
機
関
お
よ
び
安
定
し

た
世
界
経
済
。
さ
ら
に
南
か
ら
北
へ
の
資
源

流
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
、
さ
ら
に
貧

し
い
国
々
の
発
展
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
多

額
の
債
務
の
帳
消
し
。

・
倫
理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、
生
態
学
的
要

請
で
あ
る
と
こ
ろ
の
貧
困
の
根
絶
。

・
文
盲
の
解
消
。

・
民
族
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
、
人
種
、
宗
教
、

階
級
、
民
族
的
出
自
、
性
志
向
、
障
害
、
富
、

お
よ
び
健
康
状
態
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の

個
人
に
と
っ
て
の
平
等
な
権
利
の
上
に
構
築

さ
れ
る
、
新
し
い
市
民
権
概
念
。

三 

参
加
民
主
主
義

　
私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
自
分
自
身

の
意
見
を
表
明
す
る
自
由
を
も
ち
、
自
分
自

身
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
環
境
、
経
済
、
社

会
、
政
治
に
対
す
る
意
思
決
定
に
直
接
参
加

で
き
る
よ
う
な
民
主
主
義
体
制
を
切
望
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
権
力
と
責
任
は
地

方
な
い
し
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
集

中
さ
れ
、
特
に
重
要
な
議
案
の
み
が
そ
の
上

位
機
関
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
以
下
の
諸
条
件

で
あ
る
。

・
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定
に
必
要
な
す
べ
て
の

適
切
な
情
報
が
入
手
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び

全
員
参
加
が
可
能
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
。

・
参
加
の
妨
げ
と
な
る
、富
と
権
力
の
不
公
正

の
抑
制
。

・
競
争
体
制
で
は
な
く
、市
民
の
活
力
や
自
発

的
な
行
動
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
責
任
を

促
進
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
き
、

政
策
決
定
に
よ
り
影
響
を
被
る
人
々
が
、
適

切
な
レ
ベ
ル
で
直
接
そ
の
政
策
決
定
を
下
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
草
の
根
政
治
機
関
の

樹
立
。

・
あ
ら
ゆ
る
政
治
の
決
定
過
程
の
場
面
に
参

加
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
青
年
た
ち
が
政
治

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
関
わ
る
よ
う
教
育
、

奨
励
、援
助
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
若
い
人
々

の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
強
力
に
支
援
す
る

こ
と
。

・
選
挙
で
選
ば
れ
た
す
べ
て
の
議
員
が
、政
治

の
場
に
お
い
て
、
透
明
性
、
真
実
性
、
そ
し
て

責
任
性
の
原
理
に
従
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
。

・
あ
ら
ゆ
る
選
挙
制
度
が
透
明
か
つ
民
主
的

で
あ
り
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
施
行
さ
れ
る

こ
と
。

・
す
べ
て
の
選
挙
制
度
に
お
い
て
、あ
ら
ゆ
る

成
人
が
平
等
な
一
票
を
有
す
る
こ
と
。

・
す
べ
て
の
選
挙
制
度
が
比
例
代
表
制
に
も

と
づ
く
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
選
挙
は
公

的
資
金
と
と
も
に
、
厳
し
い
上
限
と
完
全
な

透
明
性
と
い
う
条
件
付
き
で
、
法
人
も
し
く

は
個
人
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
。

・
多
党
制
に
お
い
て
は
、す
べ
て
の
市
民
は
自

分
の
選
択
に
も
と
づ
き
政
党
の
一
員
に
な
る

権
利
を
も
つ
こ
と
。

四 

非
暴
力

　
私
た
ち
は
、
非
暴
力
を
主
張
す
る
と
と
も

に
、
地
球
規
模
の
安
全
保
障
の
基
礎
と
し
て
、

国
家
間
、
組
織
内
お
よ
び
個
人
間
に
お
け
る
、

平
和
と
協
同
の
文
化
を
切
望
す
る
。

　
安
全
保
障
は
主
に
軍
事
力
の
強
化
に
依
存

す
る
べ
き
で
は
な
く
、
協
同
、
健
全
な
経
済
的

お
よ
び
社
会
的
発
展
、
環
境
保
全
、
さ
ら
に
人

権
の
尊
重
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
、

私
た
ち
は
考
え
る
。

　
こ
の
原
則
の
実
現
に
必
要
な
の
は
、
以
下

の
諸
条
件
で
あ
る
。

・
主
に
軍
事
的
な
勢
力
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
・
オ

ブ
・
パ
ワ
ー
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
考
え
方
に
代

わ
っ
て
、
相
対
立
す
る
社
会
的
・
経
済
的
・
生

態
学
的
・
心
理
学
的
お
よ
び
文
化
的
な
側
面

に
優
先
順
位
を
与
え
る
、
包
括
的
な
安
全
保

障
概
念
。

・
紛
争
の
予
防
、
管
理
、
そ
し
て
解
決
を
可
能

に
す
る
新
し
い
地
球
規
模
で
の
安
全
保
障
体

制
。

・
他
の
文
化
の
理
解
と
尊
重
、人
種
差
別
の
撤

廃
、
自
由
と
民
主
主
義
の
促
進
、
そ
し
て
地
球

規
模
で
の
貧
困
の
根
絶
に
よ
る
、
戦
争
要
因

の
除
去
。

・
核
兵
器
、
生
物
・
化
学
兵
器
、
対
人
地
雷
、

さ
ら
に
は
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
完
全
か
つ
永

続
的
な
使
用
禁
止
を
保
障
す
る
国
際
協
定
を

含
む
、
一
般
的
か
つ
包
括
的
な
軍
縮
の
追
求
。

・
紛
争
の
管
理
と
平
和
維
持
の
た
め
の
地
球

規
模
の
組
織
と
し
て
の
国
連
の
強
化
。

・
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
国
々
に
対
し

武
器
を
輸
出
す
る
場
合
、
厳
密
な
管
理
規
約

を
遂
行
す
る
こ
と
。

五 

持
続
可
能
性

　
私
た
ち
は
、
生
物
圏
内
に
お
い
て
、
も
は
や

人
間
社
会
の
物
質
的
発
展
の
見
通
し
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
再
生
可
能
ま
た
は

不
可
能
な
資
源
を
責
任
を
も
っ
て
利
用
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
生
物
種
の
多
様
性
を
維
持

す
る
必
要
性
を
認
め
る
。

　
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
性
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
限
ら
れ
た
地
球
上
の
資
源
の
範
囲

内
で
、
現
在
お
よ
び
次
世
代
に
生
活
必
需
品

を
供
給
す
る
た
め
に
、
相
続
く
地
球
規
模
で

の
消
費
、
人
口
、
資
源
の
不
均
衡
を
抑
制
し
、

逆
転
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
私
た
ち
は
貧
困
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
、
持

続
可
能
性
は
実
現
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
認

識
す
る
。

　
こ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
以
下
の
諸
条

件
で
あ
る
。

・
貧
者
に
地
球
上
の
資
源
を
公
平
に
配
分
す

る
た
め
に
、
富
者
が
各
自
の
消
費
を
自
己
抑

制
す
る
こ
と
。

・
過
剰
消
費
の
許
容
能
力
で
は
な
く
、生
活
の

質
に
焦
点
を
あ
て
た
豊
か
さ
の
概
念
を
再
定

義
す
る
こ
と
。

・
少
数
者
の
欲
求
を
満
た
す
の
で
は
な
く
、す

べ
て
の
人
々
の
必
要
を
満
た
す
目
的
で
、
世

界
経
済
を
創
設
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
今
生
き

て
い
る
人
々
が
、
将
来
世
代
が
必
需
品
を
入

手
で
き
る
可
能
性
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
な

く
、
自
分
た
ち
自
身
の
生
活
必
需
品
を
入
手

で
き
る
よ
う
な
、
世
界
経
済
を
創
設
す
る
こ

と
。

・
経
済
安
定
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、ま
た

基
礎
教
育
お
よ
び
衛
生
医
療
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
男
女
と
も
に
出
産

を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
増
加
の
原

因
を
除
去
す
る
こ
と
。

・
持
続
可
能
な
開
発
の
原
則
を
保
持
す
る
た

め
、
多
国
籍
企
業
の
役
割
と
責
任
を
再
定
義

す
る
こ
と
。

・
税
体
系
の
不
備
を
改
善
し
、不
透
明
な
金
融

の
流
れ
を
調
整
す
る
こ
と
。

・
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
価
格
に
、そ
れ
ら
の

生
産
・
消
費
に
か
か
る
環
境
負
荷
を
十
分
に

組
み
入
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。

・
よ
り
豊
富
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を

見
い
出
し
、
環
境
保
護
に
即
し
た
持
続
可
能

な
科
学
技
術
の
開
発
と
利
用
を
実
現
す
る
こ

と
。

・
実
際
程
度
、最
大
限
に
ま
で
地
方
の
自
立
を

促
進
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
充
足
さ
せ
る

に
値
す
る
十
分
な
価
値
を
創
り
出
す
こ
と
。

・
青
年
文
化
の
重
要
な
役
割
を
認
識
し
、そ
の

文
化
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の
倫
理
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
。

六 

多
様
性
の
尊
重

　
私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
生
命
に
対
す
る
個

人
の
責
任
と
い
う
観
点
の
範
囲
内
で
、
文
化

的
、
言
語
的
、
民
族
的
、
人
種
的
、
性
的
、
宗

教
的
、
お
よ
び
心
情
的
な
多
様
性
を
尊
重
す

る
。

　
私
た
ち
は
、
差
別
な
く
す
べ
て
の
人
が
自

分
自
身
の
尊
厳
・
身
体
的
健
康
・
精
神
的
幸
福

に
見
合
う
環
境
を
得
る
権
利
を
擁
護
す
る
。

　
私
た
ち
は
、
多
文
化
社
会
の
精
神
の
も
と

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
線
を
越
え
て
、
敬
意
の

あ
る
、
積
極
的
で
し
か
も
責
任
あ
る
相
互
関

係
の
構
築
に
つ
と
め
る
。

　
こ
れ
ら
の
原
則
に
必
要
な
の
は
、
以
下
の

諸
条
件
で
あ
る
。

・
先
住
民
た
ち
に
、土
地
所
有
権
お
よ
び
自
決

権
を
含
め
て
生
き
延
び
る
た
め
の
社
会
的
か

つ
経
済
的
な
基
本
手
段
を
保
有
す
る
権
利
を

承
認
す
る
。
そ
し
て
一
国
お
よ
び
地
球
文
化

の
共
通
遺
産
に
対
し
、
彼
ら
先
住
民
た
ち
が

貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

・
少
数
民
族
が
、差
別
な
く
自
ら
の
宗
教
や
言

語
を
発
展
さ
せ
る
権
利
、
お
よ
び
彼
ら
が
民

主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
法
的
・
社
会
的
・
文

化
的
に
参
加
す
る
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
。

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
承
認
し
尊
重
す
る

こ
と
。

・
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
生
活

の
す
べ
て
の
側
面
に
お
け
る
男
女
間
の
平
等
。

・
私
た
ち
の
緑
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
価
値
あ
る

貢
献
を
す
る
も
の
と
し
て
、
青
年
文
化
と
の

重
要
な
関
わ
り
を
保
証
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
。
さ
ら
に
若
い
人
々
が
独
自
の
表
現

の
要
求
や
表
現
形
態
を
も
つ
の
だ
と
い
う
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
の
諸
政
策
は
、
以
下
の
原
則
の
う
え
に
創
設
さ
れ
る
。
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◎
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す

　
９
月
　
日
、
米
国
で
悲
惨
な
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
犠
牲
者
の
ご
家

族
、
ご
友
人
の
方
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
非
道
な
攻
撃
に
よ

り
、
米
国
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
た
く
さ

ん
の
人
々
が
深
い
悲
し
み
を
覚
え
、
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
怒
り
や
憎
し
み

を
覚
え
、
仕
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
の
世
界
を
考
え
る
に
あ

た
り
、
テ
ロ
の
残
虐
さ
の
み
に
目
を
奪
わ

れ
ず
、
中
東
問
題
、
宗
教
対
立
、
軍
事
産

業
の
意
図
、
米
国
の
一
極
支
配
的
な
構

造
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
、
世
界
で
拡
大
す
る
一
方
の
貧
富
の
差

等
々
、
多
く
の
問
題
も
合
わ
せ
て
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
罪
の
な
い
人
を

　
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い

　
テ
ロ
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
家

族
が
死
を
悼
み
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
を

抱
い
て
い
る
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
も
た
く
さ
ん
の
一
般
市
民
が
今
回
の
事

件
に
心
を
砕
き
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
長
く
続
く
戦
乱
と

地
球
温
暖
化
に
よ
る
干
ば
つ
で
、
こ
れ
ま

で
に
百
万
人
が
餓
死
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ア
フ
ガ
ン
に
対
し
、
米
国
や

国
連
は
「
テ
ロ
支
援
国
家
で
あ
る
」
と
指

定
し
て
、
爆
撃
と
と
も
に
経
済
封
鎖
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
策
の
影
響
で
、
厳
冬
期
を
間
近

に
迎
え
た
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
数
百
万
人
の
餓
死
者
が
出
る
で
あ
ろ

う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ロ
に
よ
り

米
国
で
数
千
人
の
人
間
が
殺
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
罪
も
な
い
数
百
万
も
の
一
般

市
民
を
犠
牲
に
し
て
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
報
復
の
連
鎖

　
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
報
復
攻
撃
を
す
る
ア

メ
リ
カ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
桁

外
れ
の
敵
意
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
武
力
に
よ
る
闘
争
に
勝
者
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
犯
人
お
よ
び
犯
人
を
か

く
ま
っ
た
地
域
を
砲
撃
し
て
も
、
そ
れ
は

第
二
、
第
三
の
カ
リ
ス
マ
的
テ
ロ
リ
ス
ト

を
生
む
だ
け
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
米
国
が
軍
事
攻
撃
を
続
け
る

な
ら
ば
、
世
界
が
緊
張
と
憎
悪
に
包
ま

れ
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
所
が
殺
戮
の
場

と
化
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次
な
る
テ

ロ
リ
ス
ト
が
、
よ
り
巧
妙
な
策
略
で
、
よ

り
大
き
な
被
害
を
狙
い
、
仕
掛
け
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
自
己
の
命
を
犠
牲
に
す
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◎
世
界
の
向
か
う
べ
き
方
向

　
今
回
の
テ
ロ
行
為
に
対
し
て
は
、
国
際

テ
ロ
対
策
の
枠
組
み
を
つ
く
り
、
法
律
に

則
っ
た
真
相
究
明
を
求
め
ま
す
。
国
連
憲

章
で
は
、
い
か
な
る
紛
争
に
対
し
て
も
平

和
的
な
解
決
の
努
力
を
求
め
て
い
る
は
ず

で
す(

第
２
条
３
項)

。

　
ア
フ
ガ
ン
の
人
た
ち
は
、
仕
事
も
な

い
、
家
も
な
い
、
お
金
も
な
い
、
食
べ
物

も
な
い
、
飲
み
水
も
な
い
、
自
由
す
ら
も

な
い
、
何
も
か
も
な
い
と
い
う
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
助
け
を
求
め
て

も
、
こ
れ
ま
で
先
進
国
は
手
を
差
し
伸
べ

よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
報
復
で
は

な
く
、
テ
ロ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
社
会

を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
当
の
テ
ロ
解

決
方
法
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ

憲
章
の
原
則
（
生
態
学
の
知
識
・
社
会
正

義
・
参
加
民
主
主
義
・
非
暴
力
・
持
続
可

能
性
・
多
様
性
の
尊
重
）
を
理
解
し
、
現

実
に
適
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
不
安
と
恐
怖

に
お
び
え
て
暮
ら
す
の
か
、
そ
れ
と
も
暴

力
に
代
わ
る
平
和
的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

と
世
界
の
資
源
の
よ
り
公
正
な
分
配
を
目

指
す
の
か
。
人
類
は
今
、
重
大
な
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
た

う
え
で
、
世
界
の  

緑
の
人
々  

と
国
際
的

な
協
力
関
係
を
結
び
、
多
様
性
を
尊
重
し

た
平
和
で
公
正
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く

所
存
で
す
。

″

″

れ
ば
、
ナ
イ
フ
１
本
で
も
数
千
人
の
命
を

奪
え
る
こ
と
が
、
今
回
の
テ
ロ
事
件
で
実

証
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
核
施
設
や
原
子
力
発
電
所
に
自
爆
テ
ロ

を
敢
行
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
地
球
の
死
に

直
結
し
ま
す
。

◎
日
本
に
で
き
る
こ
と

　
ア
フ
ガ
ン
の
人
た
ち
は
、
日
本
に
特
別

な
好
意
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
小
泉
首
相
は
十
分
な
議
論

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
な
し
崩
し
的
に

「
報
復
行
動
に
で
き
る
だ
け
協
力
す
る
」

と
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
約
束
し
ま
し
た
。

米
国
の
報
復
に
日
本
が
協
力
を
表
明
し
た

こ
と
で
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
親
日
度
が
下
が

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
日
本
が
取
る
べ
き
行
動
は
、
報
復

戦
争
支
援
の
た
め
の
自
衛
隊
派
遣
で
は
な

く
、
難
民
た
ち
か
ら
１
人
の
餓
死
者
も
出

さ
な
い
よ
う
な
人
道
的
支
援
、
お
よ
び
米

国
復
興
へ
の
支
援
協
力
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
世
界
に
誇
る
べ
き
平
和
憲
法

を
持
つ
国
と
し
て
、
両
者
の
仲
介
に
入
り

  

対
話  
を
通
し
て
対
立
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ

と
こ
そ
平
和
へ
至
る
道
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
戦
争
は
最
大
の
環
境
破
壊
で
も
あ
り
ま

す
。
も
し
本
当
に
憎
し
み
と
暴
力
を
な
く

し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
た
い
の

な
ら
ば
、
私
た
ち
は
タ
リ
バ
ン
を
も
理
解

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

″
″

4

【
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
お
よ
び
報
復
戦
争
に
つ
い
て
】


